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交尾期(12月)に見られるfJ7原細胞の柾mと形
態学的特徴は次の皿りであろ｡
A型稲原細胞 :この細胞は核TIの放色の状懐から
2型に分けることができる｡すなわち沸典する核
田を有するdarktype(Ad)と.淡明な核質を有
するpaletype(Ap)である｡後者(Ap)は荊者
(Ad)の有系分裂によって生ずる｡前者(Ad)は
Apを生ずると同時に,Adをも再び生じて, 吹
の柿上皮のCydeの準備を行うらしいが.この
特別な分裂の様式(spermatogonialrenewal)
については,まだ明らかな結論を得ていない｡
B型稲原細胞 :このものは上述のAp精原細胞の
分矧 こよって生み出され,まずBl型を生じ,吹
いで速読する分裂によってB2型 ,B3型 ,B4型
を生ずる｡1-Flame当りのBl型の数は平均2.2
柄,B4型のそれは平均11.9個であった｡
柄母細胞 :B4型相原細胞の分裂によって生じ,
1Flan e当たりの平均数は23.0佃であったO
以上が,交尾期における成税の概要であるが,
現在.前述のAd,Apの各精原細胞のlFlame
内の数と分布を観察中である｡交尾期における
Ad:Apの比と,非行尾期におけるそれとの間に
は差があるらしい｡すなわち.交尾期においては
Apの値が高く,非交尾期においてはこの値は低
くなるようである｡このことはA型柄原細胞の季
節的変動を良く説明し得る郡実と思われるので.
一層の検討を続けたい｡
課 題 13
ニホンザル胃･肺･前立腺のペプシノー ゲン様
耐性プロテアーゼ前駆体の比較生化学
森山昭彦(名市大 ･医)
背椎動物の酸性プロテアーゼは,ペプシンとカ
テプシンI)の=群に大別される｡一般にL前者は
不活性前駆体を有し.円で合成,分泌され,後者
は.嗣駆体を持たず,細胞の])ソゾーム内に存在
していると考えられている｡さらに,ペプシンは
免疫学的にAとCに分けることができる｡
ニホンザルの場合,これらに加えて,肺より,
157-
ペプシノーゲンC様酸性プロテアーゼ前駆休が,
朽製されている｡また,昨年度の共同利用研究に
おいて.前立腺に,免疫学的にペプシンCと区別
できない概性プロテアーゼが.存在することを確
認した｡これらペプシンCおよびペプシンC様酸
性プロテアーゼは,ペプシンAとカテプシンDの
中間的性質を有すろため,酸性プロテアーゼの分
子進化と組械分化の観点から邦味が持たれる｡今
回は,前立腺中の同酎累T._p和製し.その性質を,
他の酸性プロテアーゼと比較した｡
ニホンザルの前立腺38gより出発し,DEAE
-セフ7セル,セフ7デックスG-100.および
抗ペプシノーゲンC抗休固定化セファロースカラ
ムの併用により.同気泳動的l均 一なまでにffL製
したi柄製皮は約1.200倍で,収率約20%であっ
た｡
Fl製された前立位酸性プロテアーゼは.ペプシ
ンと同様に不活性前駆体を有し.前駆体の分子虫
は,37,500,活性型では,33,000であった｡それ
ぞれ ペプシノーゲンCとペプシンCと同じである｡
さらに,アミノ酸組成.活性のpH依存性,帆
害剤に対する挙動等も.プペシンCと全く同様で
あった｡従って.前立碇の酸性プロテアーゼは,
ペプシンCおよび肺のペプシンC様酸性プロテア
ーゼとはほ同一のタンパク質と考えられる｡
このように,田でのみ合成.分泌されると考え
られていたペプシンCが.ニホンザルにおいては
肺や前立腺にも存在することが示されたことにな
り,酸性プロテアーゼの系統関係を考える上で,
祭式な知見となろう｡
豆長頬における血清ペプシノーゲンの定量と臨
床応用および種間変異に関する研究
三木一正(東大 ･医)･降放千恵(東大 ･
医科研)
ヒト胃粘膜より抽出精製したペプシノーゲン成
分に対して,ウサギで抗体を作成しラジオイムノ
アッセイ系を確立した｡主成分のⅠとⅡについて
は,ヒトの諸疾患との相関,また分泌胃液内苑と
の相関を検討した｡田沢拡症例がにおいては,両
者の値は有意な低値を示し,血mを用いるラジオ
イムノアッセイ法は.スクリー ニングとして有効
であることが判明した｡また四枚内分泌虫と血FrJ
値(特Iこ成分Ⅰ)は高い相関関係を示したことか
ら,同時に胃液分泌機能検査としても利用できる
ことが示唆された｡
ヒト成分を指槙とした霊長類間の系統関係の研
究は,ニホンザル,カニクイザルを用いて基礎的
な解析を進めた｡現ラジオイムノアッセイ法は極
めて鋭敏であり,l成分では.ニホンザルで約15
倍量,カニクイザルで約25倍塁がヒト成分と等価
であり,両者はよく区別された｡他のマカク類に
ついて現在検討を進めている｡
邑果 題 14
免疫グロブリン迫伝子からみた霊長類の系統と
進化
植田信太郎(東大 ･理)
組換えDNA実験法を含む種々の分子生物学的
手法の発展により,遺伝情報物質本体であるDN
Aの融接的解析が近年可能となっている｡詔長短
の進化に関する分子レベルからの研究も.グロビ
ン迫伝子や核外道伝子であるミトコンドリアDN
Aに関してこれらの手法を用いた研究がなされて
きている｡
一方.免疫グロブ.)ンIgEのH鎖定常部を支
配するCe辺伝子はヒトのゲノム中に少なくとも
8つ存在することが知られているが,このうち2
つは正常迫伝子と塩基配列の上では琉似性があり
ながら.その本来の機能を矢なった政道伝子であ
る｡これら投遺伝子は祖先型Ce遺伝子の欠失や
processedgene化により生じたものであり,点
突然変異以外の大きな変化(動的進化)をとげた
ものとして興味深い｡更に.ヒトとマウスの発現
されるCe退伝子の一次構造の比較から求められ
た進化速度は,CE遺伝子が今日までに知られて
いる核円通伝子の中では最も進化速度の速い遺伝
子の1つであることを示している｡
約年皮共同利用研究ではCE擬遺伝子の問題を
小心に研究を進めてきたが,本年度は発現される
cc氾伝子の問題を中心､に研究を進めた.すなわ
ち.発現されるCe迫伝子の進化速度が速い点を
利用し,DNA一次構造の比較から霊長拭とくに
ヒトおよび拭人垣の問の系統関係を明らかにする
ことを目的とした｡
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ヒトの発現されるCe遺伝子の全一次構造は既
に明らかにしているが,今回,チンパンジーおよ
びオランウータンの末梢血リンパ球より抽出した
高分子DNAを制限酵素BamHIにて完全分析
し,Charon28 をベクターとして組換え体を作
製,それぞれのCe遺伝子のクローニングを行っ
た｡現在,これらのDNA一次構造の決定を進め
ると共に,同様の方法にて更にゴリラのCe退伝
子のクローニングを進めている｡
霊長類ヘモグロビンの一次構造分析
毎田徹夫,渡辺文治(長崎大･医)
ヘモグロビン(Hb)の分子進化に興味をもち,
その一次構造の分析を行ってきた｡本年度の共同
利用研究では主として,3種のマカク屈(アッサ
ムモンキー,ベニガオザル,トクモンキー)につ
いて分析した｡これらのHbには,α鎖の多様性
が認められ,アッサムモンキーの3種,ベニガオ
ザルの2種.トクモンキーの2位のa銃の全梢造
を決定した｡その結果,アッサムalとa3畝はベ
ニガオαlとα2鎖にそれぞれ一致していた｡アッ
サムαl鎖とα3鎖の違いは,N末端より15番目で
GlyとAspの違いのみであった｡これに対して,
a2鎖とa3鎖では8番目と78番目で2個所の変5%･
であった｡また,トクモンキーのα1鎖とα2鎖は
12番目でAspとAlaの違いが認められるだけで
あった｡一万,P鎖には多様性は認められなかっ
た｡β鎖については現在までにアッサムモンキー
についてのみ全構造分析が終っており,他の2校
については,分析中である｡
HBウイルス上のAlbuminRecepterの反応
性から見た霊長類の系統と進化
溝上雅史(名市大.医).竹中 疏 京大.
霊長研) *共同実験者
(目的) HBウイルス(HBV)には,`Albu･
minと結合するsite(AlbuminReceptor)(AR)
が存在し,このARは,人とチンパンジーのみに
反応するといわれるが,他の詔長矧ま,未調査で
あり,このARとの反応性をみることで霊長類の
系統と進化につき調査する｡
